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金
属
が
交
換
の
要
具i

し 

て
诩
；

3

ら4
、

遂
に

1

彥

純

分

を

有

す

る

金

銀

の

量 

目
を
合
み̂

る
錄
貨
を
造6

之
を
價
値
の
票
準
杧
ら
し 

ひ
る
に
至6

杧
纟
と
。
而
し
て
信
用
は
最
3

後
れ
て
發 

達
せ
'る
？
の
に
し
て
、
之
に
依
ろ
て
金
屑
貨
幣
を
節
約

' 

す
る
こ
i

を
得
と
。
 

,■

さ
れ
ど
、
著
者
の
看
る
所
に
據
れ
ば
、：
信
用
は
貨
齡 

よ
^

^

早
く
發
達
せ
る
名
の
に
し
て
、
#

通
物》

交
換 

と
看
做
さ
る
、
名
の
は
信
用
取
引
に
外
を
ら
ぞ
し
^

 

6

。
文
史
寳
の
示
す
所
に
據
作
ば
、
金
屬
の
.
一
定
量
を
. 

以
て
潰
値
の
標
準
と
せ
る
こ
と
な
し
。
普
通
英
爾
の
镑 

(
P

o
l

 

s
t

i
n

g
)

は
以
前
一
封(

p

g

a)

の
銀
を
意 

味
し
、
佛
の.(

i
i
v
r
e
)
(

銀
貨)

は
以
前
一
封(

l
i
v
r
e
)

の' 

^

を
^

味
せ
し
名
の
な
み
と
看
做̂
/

れ
转
る
名
、
比
爾 

者
が
同1

な
6

し
こ
と
# -

て
な
し
0

然
ら
ば
、
货
幣
と
は
何
ぞ
や
。
著
者
の
意
見
に
據

'

 

«

,«

貨
は
貨
r

に
非̂

。
貨
幣
*

る
^p

の
は〗一 !!2

用(

嘖 

權
}

な
t

人
が
貨
物
叉
は
勸
勞
を
媿
供
す
る
に
傺
し

其
多
換
物
と
し
て
入
字
せ
ん
と
欲
す
る
は
決
し
て
金

«

.

に
非
，
しV

.

債
權
な
6

。
此
債
權
を
有
す
れ
ば
、
之
を 

以
て
他
日
必
要
な
る
勸
勞
叉
は
货
物
を
購
入
す
る
を
昝 

る
な
-C

N。

經
濟
學
者
»
未
開
民
族
間
に
は
信
用
制
度
な 

る
名
の
な
し
と
云
へ
ど
名
、
事#

は
芷
反
#

し
ズ
未
開 

人
^

は
皆
信
用
制
度
を
利
用
せ.CS。

未
開
の
種
族
は
貨 

物
の
取
5

に
於
て
決
し
て
物
々
交
換
の
方
接
に
依
る
こ 

と
/?
:

く
瓦
に
貨
物
を
貸
借
し
て
、
其
決
濟
に^

K

賬
ヶ 

貲
物
を
用
；
s

t e
6

°

而
し
て
偾
務
債
. «

の
識
憑
と
し
て 

は
割
符
t

用
ひ
杧
る
が
®

® J
#

f t

現
今
1 C

於
け
る
手
形 

と
同
匕
く
轉
々
流
通
せ6

。

此
債
權
の
實
價«

償
務
者
の
有
す
る
金
«
叉
は
他
の.

聛
期
の
來6

し
#

に
其
債
務
者ダ
他
の
個
人
に
®
し
て 

有
1

る
ft

權
t

の
多
少
に
依
る
多
の
な
^O

と
す
。
中

业. 

紀
1C

於
て
貨
幣
償
値
に

j

大
變
勤
を
來
せ
し
最
大
の
原 

因
は
貴
金
屬
の
價
格
の
獲
夙
に
非
玄
し
て
、
戰
爭
、
.
疫 

病
避
に
飢
鐘
の#7
擊
に
因
づ
く
偾
權
の
價
«

の
下
落
に

外
太
ら̂

る
«

-

0
。

^

と
を
望
び
。(

高
城)

要
す
る
に
、
交
換
の
媒
介
物
^

6

.叉
價
値
の
標
準it 

る
名
の
は
赓
權
に
し<

、
所
謂
貨
幣«

單

に

價

値

の

計, 

算

y

用
ひ
ら
る
、
尺
度
に
過
ぎ
^

る
な
6

。‘
從

つ

て

政j 

府
が
紙
幣
の
發
行
を
調
節
す
る
が
如
き
は
理
れ
な
き
乙

\ 

と
な
6

0

紙
幣
»

便
利
な
る
？

の
な
れ
ば
、
若
し
其
發 

行
の
制
限
舣
餘6

に
®

重
な
ら
ば
、
取
引
を.阻
害
す
る_ 

u

至
る
可
ぐ
、
又
其
制
限
に
し

v

像
6

に
«

和
な
ら
ば 

时
等
の
效
ヵ
を
有
せ
次
る
可
し
。
制
裁
を
加
ふ
苽
き
％

の
«

鹽
し
銀
行
家
の
不
正
の
取
引
に
し
<
紙
幣
の
發
行 

に

非

^

。
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以

上«

箸
者
の
主_

の
大
意
な
る'が
ヽ
.
思
ふ
に
著
者 

は
米
國
の
新
銀
行
條
例
に
反
-'
#

の
意
見
を
有
し
、
上
述 

の
說
を
喂
ふ
る
に
至6

し
名
の
な
る
可
し
ノ
箸
者
の
貨
. 

幣
諭
呔
槪
し
て
扳
る
に
足
ら
梦
と
雞
？
、
信
用
制
度
諭
一 

は
大
に
見
る
可
き
名
の
あ
6

。
吾
人
は
貨
幣
に
關
す
る 

r

新
論
i

しV

同
好
の
士
に
本
書
を
推
す
i

同
)®
^

一
 

日
^
^
卑
く
箸
者
砍
會
心
の
大
著
を
發
表
す
る
に
至
ら
ん

'
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帝

靈

信

社

麗

義

日

本

經

濟

年

鑑

大
正
一
一1#
五
另
奥
妖
帝
國
通
信
社
發
行 

, 

,

太
陽
列1
ー0;
泜
〇
1:

忠
债
金
十
妞.

本
書
は
我
帝
國
の
經
濟
財
政
に
關
す
る
統

ft

を
採
錄 

せ
：'る
？
の
に
し
て
、
:'
-
全
卷
を
分
ち
て
全
國
の
部
、 

新
領
地
0

部
兢
に
附
錄
と
す
。
全
國
の
部
.に
於
v

t

t
國 

勢
―.
斑

、
土
地
及
氣
象
、
人
口
、
'
財
政
"

農
業
、
霖

、 

鑛
業
、
水
産
、
工
業
、
商
業
、
質
易
、
銀
行
及
金
融
、 

相
場
、
物
價'及
賃
艱
、'交
通
、
其
他
の
項
を
設
け

V

各 

事
項
に
關
す
る
最
近
の
統
計
を
集
錄
し
、
新
傾
地
の
.部 

に
於
て
は
朝
獬
、
臺
灣
、

： ®
、

關
東
州
に
就
き
<
淦 

顾
に
於
け
るi

略
同
様
の
分
類
の
下
に
各
事
項
に
關
す 

る
統
計
を
載
せ
、
附
錄
の
部
に
於
<

は
全
國
の
銀
行#
 

社
f

c
關
ず
る
重®

事

項
■■
：
■-'.(

所
在
地
、
談
立
年
月
、
營
業 

科
目
、
資
本
金
額
、
積
立
金
、
E

當
率
"

重
役
氏
名
等)

'
1
1
1
1



餞
に
金
融
財
政.
に
_

す
る
法
規
の
摘
要
、
土
地
寶
貿：g 

,

賃
资
價
格
、
利
子̂

^

法
等
を
賴
錄
せ
.
^
。

.

',
本

書

は

前

記

諸

項

に

關

す

る
# '
近
數
年
間
の
.統
計
を 

載

せ

、
累

年

的

比

較

を

使

な

ら

し
0
る

の

み

な

ら

岁

、
-

ノ 

.
隨

處

に

諸

外

國

の

統

計

を

併

錄

し

て
^
外

に

於

け

る

經i 

濟

財

政

の

實

況

を

比

較

す

る

の

便
:^
與

へ

、
且

っ

必

要I 

な

る

箇

所

に

は

單

に

統

計

の

み

な

ら
^

、

之

を

了

解

吟I 

味

す

る

に

缺

ぐ

べ

か

ら̂
る

説

明

を

加

へ̂

6
。

本

書

の

統

計

诞

に

記

述

中

に

精

密

な

る

は

財

| 

政
金
融
に
.

關
す
る
事
®
に
し
て
ハ•

我
國
に
於

て
今
日

造

| 

に
出
版
せ
ら
れ̂

る
財
政
金
融
事®

の
銃
計
と
し
て
は.

j 

最
名
普
遍
的
に
しV

且
つ
.
遺
漏
少
な
き
名
の
今
一i
l

.

.

.
 

擎

を

傅

べ
.

き
沪
;0

少
く
と
名
、
本
書
は
我
國
の
統
許

| 

書
中
に
於
て
內
客
の
最
％
充
實
せ
る
名
の
、|
な
6

と

| 

謂
ふ
を
得
べ
し
。
吾
人
は
帝0

通
信
社
拟
斯
か
：；る

有

龛} 

な
る
大
編
纂
.を
企
H

f c

る
を
祖
す
名
i

同
^

に
、
今

後一 . 

此
年
鑑
出
版
事
業
を
繼
鑛
せ.ら
れ
ん̂

と
变
切
麗
す
0

:
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株
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鑑
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書
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«

^
陕
市
*

區
備
後
||
|
]
.
.
.
ニ
丁
目15
?

材
商
/®(

有 

價
ff
i

-券
寶
1

業)

の
！

係
る
名
の
に
し
て
、
其
第 

ニ
那
は
明
治!a

十
五
年
；
^

於
て
、
5:

第
ニ
册
は
咋
年*
 

榉
餘
ら
れfc
る
於
、
本
書
は
卽
ち
翁
第
.三
册
な
6

0

:.吾 

人
於
昨
年
四
月
發
行
の
.本
誌
紙
上f
e
於
-C

第「

一
册
を
紹 

介
せ
‘
厶
際
、に
述.ベ
允
石̂

#

く

、
本

書

は

頗's
a

a

^

本
書
は
之
を
分.
ち
.

v

公
市
社
偾
、.
.銀
行
、
餅
續
、
取 

••
■
?

!

所
、
鐡
道
、
電
氣
電
燈
、.
S

斯
、
■

、
艚
舶
運
輸. 

« 5

渠
、
化
學
H

m

、
.
肥
料
、_
寵
業
、

礦
業
、

水
産
、

•
保
險
、
土
地
建
伽
興
行
、
信
能
倉
庫
、
製
造
工
業
、
雜 

#

-諸
統
計
の
¥
九

款
. 2

^

ヽ
第」

款
分
市
敗
管
の
部 

に
於
て
は
公
市
社
債
の
種
類
诞
相
場
表
を
揭
げ
、

.第

二

、

 

款
次
卞̂

於

ヤ

歡

^

^

の

各

銀

行

會

社

を

各

款

相

當

の

題

目

.の
下
に
分
蹴
し

>

、
ハ
之
に
關
す
る
重
要
事
項
を
載 

せ
1、
最

後

の

第

十

九

款
, 1

睹
&
許」

の

部

に

於

て

は

財

政

、 

貿

易

、.
金

融

、

其

他#
婆

經

濟

統

計

を

採

錄

せ6
。

-

各
銀
行
會
社
に
關
す
る
重
耍
事
項
と
し
て
は
^
其
所 

在
地
、
設
立
年
月
、
資
本
金
額
、
株
數
、
重
役
，氏
粉

、
’
. 

最
近
數
钜
間
の
株
式
相
場' 级

算

期

、
配

當

次

挪

期

、
，最

. 

迸
必
貸
^

^
照
表
、
.損
益
計
算
表
赦
に
過
去
十
年
惘
に 

於
け
る
糌
細
な
る«;
業
成
績
の」

覽
表
を
*(
焚
允
6
.0
.
_ 

:

本

書

は

文

卷

頭

に

大-T
H1

年

十

一

一

月

ょ
6
大
IE11

年
十 

ニ
月
迄
に
至
る
大
眩
株
式
取
引
所
栎
の
相
場
表
の
一
覽 

躕
敕
に
本
書
に
其
統
計
を
載
せ
把
.る
銀
行
會
社
の
索
引 

を
附
し
^

6
9

今
此
无
茈
三
年
度
の
年
鑑
と
大
茈
ニ.

£

の
同
書
と
：
 

を
比
«
す
る
に
本
書
は
紙
數
に
於
て
約
五
十
頁
を
增
加 

.

し
、
成
つ
內
容
に
於
て
？
多
少
改
廢
せ
ら
れ
セ
る
所
あ 

6

0

.

詹
年
度
の
年
鑑
に
於
てt

t

各
銀
行
會
社
の
營
業
成 

績

は

單

に

最

近

の

統

許

を

揭

ぐ

る

の

み

な

6
し

に

、
本 

年
度
の
同
書
に
於
て
は
重
婴
銀
行
會
社
に
眼

6

過
去
十

.
#
間
第f 

1雜
ゆ
諸
會
社
に
就
き
て
は
數
年
間
の
營
業
成 

績

一

覽
表
を
載
せ̂

6
。
.又
最
後
0「

諸
統
訐」
の
部
に 

於
て
外
資
輸
入
額
の

一

新
統
計
を
加
へ̂

6

0索
引
名 

本

年

度

の

，年

鑑
u
ir
把
に
加
べ
ら
れfc
る
名
の
な
ろo 

之

:̂
衩
I

V
yc
UE
l
:系

渡
0
年

鑑

第

一

一

款

銀

行

の

：
部

に 

載

せ

杧

る

：
農
.

H

銀
行
明
細
表
诞1C
普
通
®
行
明
細
表
は 

三

年

度

の

：
年

鑑

へ

に

於

て

省

略

せ

ら

れ

杞

6
0 

.
大

班

ニ

年

度
0-
年

鑑
:©
寶
價
は
金
ニ
圓
な6
し
に
三
；
 

年
度
の
年
鑑
の
寶
價
は
金
三
圓
な
彡
。
後
者
の
價
値
於 

仏
削
者
の
價
値
よ
ヶ
名
五■割
多
き
.妒

否

：や

は

疑

：問

な

る

名 

本
書
拟
前
年
度
の
同
書̂-
ろ
名
有
益
‘に
し
て、
^

^

0
 

及
び
金
融
事
愦
叉
は
物
價0

:

1者
の
'
1
.好
參
考
¥

 

し
て
.
ッ
段
の
.改
善
を
加
へt
eる
名
の
な
る
は
疑
ふ
の
餘

I: 

地
な
き
所
な6
0
.
:
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